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研究要旨 

【背景・目的】特発性間質性肺炎をはじめとする間質性肺疾患（ILD）は，しばしば適切な治療を行っても

病状は進行性であり，終末期には強い呼吸困難を呈して QOLは低下する一方で，十分な緩和ケアを提供でき

ていない現状がある．本部会では，ILDに対する緩和ケアを確立すべく，本邦における ILD患者に対する緩

和ケアの実態やニーズ，問題点を明らかにすることを目的とした．  

【方法】「呼吸器内科専門医」，「ILD患者遺族」，「ILD患者」各々を対象とした ILD患者における緩和ケアに

関するアンケート調査を行い，包括的な ILD診療における緩和ケアの現状調査を計画した．本年度は，全国

の日本呼吸器学会呼吸器専門医（計約 6,800名）を対象とし，「ILD患者の緩和ケアに関するアンケート調

査」ならびに「特発性肺線維症（IPF）患者の呼吸困難に対するケアと終末期意思決定に関するアンケート

調査」の 2つのアンケートを作成し，調査を実施した． 

【結果】各々のアンケートにつき，約 3,400名の呼吸器専門医師を対象として 2010年 12月下旬にアンケ

ートを発送した．2020年度内にアンケートの収集・結果の集計を実施する予定である． 

【結語】実態調査に基づき ILD緩和ケアにおける問題点や課題を同定して研究を推進するとともに，ILD患

者に対する緩和ケアの普及に務める． 
 

A. 研究目的 

特発性間質性肺炎をはじめとする間質性肺疾患（ILD）

は，しばしば適切な治療を行っても病状は進行性で

あり，終末期には強い呼吸困難を呈して患者のQOLは

著しく低下する．一方で，ILD患者に対する緩和ケア

は肺癌患者に対するそれと比較して立ち後れており，

実臨床においてILD患者に十分な緩和ケアを提供で

きていない現状がある．2019年に静岡県下で実施し

たILD患者に対する緩和ケアに関する調査では，医師

は，肺癌患者と比較してILD患者に対する緩和ケアの

提供に困難さを実感していることが明らかとなった．

また，ILD患者では，肺癌患者と比較して終末期にお

ける緩和ケアの介入が少なく，モルヒネの使用頻度

は低いことが示されている． 

そこで，これまで不十分であったILD患者に対する

緩和ケアを確立して臨床現場での普及を目指すべく，

びまん性肺疾患に関する調査研究班において本年度

より緩和部会を発足させた．本部会では，本邦におけ

るILD患者に対する緩和ケアの実態やニーズ，問題点

を明らかにすることを喫緊の課題と位置づけた．具

体的には「呼吸器内科専門医」，「ILD患者遺族」，

「ILD患者」各々を対象として，全国規模でのアンケ

ート調査を行い，包括的にILD診療における緩和ケア

の現状調査を計画している（図１）．全国規模での実

態調査を進めることで，ILD患者に対する緩和ケアの

抱える問題点や課題を明らかにして，それらを解決

すべくさらに研究を進める予定である．調査結果や

研究成果に基づき，ILD患者に対する緩和ケアの確立

に努めるとともに、広く実臨床への普及を目指した

い． 

 

B. 研究方法  

本年度は，全国の日本呼吸器学会呼吸器専門医（合

計約 6,800名）を対象としたアンケート調査とし

て．「ILD患者の緩和ケアに関するアンケート調

査」（図 2）ならびに「特発性肺線維症（IPF）患者

の呼吸困難に対するケアと終末期意思決定に関する

アンケート調査」（図 3）の 2つのアンケートを作

成した．前者は，ILD全般における緩和ケアの現状

や問題点に関して，肺癌患者・COPD患者に対する

緩和ケアとの比較を含め調査する包括的な内容とし

た．一方，後者は，特発性肺線維症（IPF）患者の

呼吸困難に対する薬物治療（オピオイドの使用状況

など）や終末期意志決定に焦点をあてた各論的な調

査内容とした．アンケート調査事務局を浜松医科大

学 第二内科としてアンケートを作成し、アンケー

ト発送・回収事務局を東北大学大学院医学系研究

科保健学専攻 緩和ケア看護学分野（宮下光令教

授）として発送準備を行った． アンケートへの

回答は無記名とした． 
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C. 結果 

「ILD患者の緩和ケアに関するアンケート調査」「特

発性肺線維症（IPF）患者の呼吸困難に対するケアと

終末期意思決定に関するアンケート調査」各々のア

ンケートにつき約 3,400 名の呼吸器専門医師を対象

として，2020 年 12 月下旬に郵便発送した．無記名

にてアンケートに回答をいただき，本年度内での収

集・集計を予定している． 

 

D. 考察 

 ILD 患者は終末期には強い呼吸困難を呈して QOL

は低下する一方で，十分な緩和ケアを提供されてい

ない現状がある．ILD 患者に対する緩和ケアを確立

して広く臨床現場への普及することを目的として，

びまん性肺疾患に関する調査研究班において本年度

より緩和部会が発足した． 

本年度は，前述の如く「呼吸器内科専門医」を対象

とした全国規模での ILD 患者に対する緩和ケアに関

するアンケート調査を実施した．対象は全国の日本

呼吸器学会呼吸器専門医約 6,800 名であり，大規模

な全国調査となった．また，調査内容を総論と各論

の 2 本立てにすることで，ILD 全般における緩和ケ

アの現状や問題点を包括的に調査すると共に，呼吸

器専門医師が IPF 診療でしばしば遭遇する具体的な

課題である「IPF 患者の呼吸困難に対する薬物治療

や終末期意志決定」に関して調査することとした． 

今回実施した「呼吸器内科専門医」を対象としたア

ンケート調査では，医師の視点から ILD 患者に対す

る緩和ケアの問題点や課題が明らかになると考えら

れる．今後は，「ILD 患者遺族」，「ILD 患者」に対す

る調査研究をそれぞれ実施して，ILD 診療の緩和ケ

アにおける問題点や課題を，医師・患者・家族の視

点から包括的に明らかにすることが重要と考えられ

る．さらに，それらの問題点や課題を解決すべく研

究を推進することでエビデンスを構築して，ILD 患

者に対する緩和ケアの確立に努め，広く ILD 診療に

おける緩和ケアの普及を目指したい． 
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図 1.研究のマイルストン 
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図 2. ILD患者の緩和ケアに関するアンケート調査 
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図 3. 特発性肺線維症患者の呼吸困難に対するケアと終末期意思決定に関するアンケート

調査 

 

 

 


